
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金
１
億
８
２
１
５
万
円
と
事
務
費 

 

７
６
９
万
７
千
円
） 

 

（
２
）
ひ
と
り
親
以
外
の
低
所
得 

の
子
育
て
世
帯
分
に
つ
い
て
は
、 

今
後
、
正
式
な
通
知
待
ち
と
な
り 

ま
す
。 

対
象
の
方
が
申
請
し
や
す
く
、
受 

け
取
り
や
す
い
し
く
み
が
必
要 

で
す
。 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 

 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
か
ら
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
特
別

給
付
が
始
ま
り
ま
す
。 

こ
の
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象

者
は
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
と 

そ
れ
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て
世 

帯
に
な
り
ま
す
。  

（
１
）
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯 

の
う
ち 

①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
（
７
、
９
、
１
２
月 

に
受
給
さ
れ
た
方
）
は
、
申
請
は
不 

要
。
４
月
２
８
日
支
払
い
予
定 

②
公
的
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る 

こ
と
に
よ
り
、
支
給
を
受
け
て
い
な 

い
方
は
今
後
、
申
請
が
必
要
で
す
。 

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

の
影
響
を
受
け
て
、
家
計
が
急
変
す 

る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の 

対
象
と
な
る
水
準
に
下
が
っ
た
方 

も
、
申
請
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま 

す
。 

 

②
と
③
の
対
象
者
へ
の
支
払
い 

予
定
は
６
月
以
降
。
金
額
は
、
児
童 

１
人
あ
た
り
５
万
円
。 

対
象
児
童
数
は
、
３
７
０
４
名

（
２
３
９
６
世
帯
）
の
見
込
み
。 

費
用
は
、
全
額
国
庫
負
担
（
給
付 

 

 

 

 

 

 

  

デ
ジ
タ
ル
関
連
５
法
案
が
、
そ
れ
ぞ

れ
自
民
、
公
明
両
党
な
ど
の
賛
成
多

数
で
可
決
し
、
衆
院
を
通
過
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄
也
議
員

は
反
対
討
論
で
、
「
行
政
が
特
定
の

目
的
の
た
め
に
集
め
た
個
人
情
報

を
『
も
う
け
の
タ
ネ
』
と
し
て
利
用

し
、
成
長
戦
略
や
企
業
の
利
益
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
」
と
批
判

し
ま
し
た
。 

同
法
案
は
行
政
が
個
人
情
報
を

集
積
し
、
企
業
等
に
開
放
し
て
「
利

活
用
」
し
や
す
い
仕
組
み
に
す
る
も

の
。
塩
川
議
員
は
、
反
対
理
由
の
第

一
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
を

あ
げ
、
個
人
情
報
保
護
法
制
の
一
元

化
で
、
自
治
体
の
個
人
情
報
保
護
条

例
に
縛
り
を
か
け
、
保
護
の
仕
組
み

を
切
り
捨
て
、
自
治
体
の
独
自
策
を

掘
り
崩
す
と
批
判
し
ま
し
た
。
政
府

が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
入
り
口
と

し
た
個
人
情
報
の
集
積
に
必
要
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、 

衆
院
本
会
議
で
デ
ジ
タ
ル
関
連

法
案
の
採
決
が
強
行
さ
れ
た
４
月

６
日
、
国
会
議
員
会
館
前
で
は
市
民

と
野
党
が
集
ま
り
、
「
参
議
院
で
は

徹
底
審
議
の
上
で
廃
案
に
」
と
抗
議

の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
主
催
は
、
共

謀
罪
Ｎ
Ｏ
！
実
行
委
員
会
と
秘
密

保
護
法
廃
止
へ
！
実
行
委
員
会
。
日

本
共
産
党
、
立
憲
民
主
党
、
社
民
党

の
国
会
議
員
が
参
加
。 

 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
（
左
写

真
）
は
、
「
こ
の
法
案
は
、
個
人
の

保
護
と
い
う
観
点
が
欠
落
し
て
い

る
。
廃
案
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
問
題

で
も
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
軽
視

す
る
政
治
を
み
ん
な
で
変
え
ま
し

ょ
う
」
と
お
話
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
は
、 

 

ス
マ
ホ
に
搭
載
可
能
と
す
る
な
ど

「
利
便
性
」
を
強
調
し
て
い
る
も
の

の
、
健
康
保
険
証
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
利
用
の
半
年
先
送
り
を
み

て
も
、
「
情
報
漏
え
い
の
懸
念
は
ぬ

ぐ
え
な
い
」
と
指
摘
。
個
人
情
報
保

護
法
を
デ
ー
タ
利
活
用
法
に
改
悪

し
て
き
た
こ
と
で
問
題
が
生
じ
て

い
る
と
し
て
、「
求
め
ら
れ
る
の
は
、

情
報
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を

保
障
す
る
仕
組
み
だ
」
と
主
張
し
ま

し
た
。 

 

第
二
に
地
方
自
治
の
侵
害
と
し

て
、
「
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
・

集
約
の
推
進
」
で
「
自
治
体
は
国
が

つ
く
る
鋳
型
に
収
ま
る
範
囲
の
施

策
し
か
行
え
な
い
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
」
と
指
摘
。
デ
ジ
タ
ル
庁
は

自
治
体
に
も
強
い
権
限
を
持
ち
、
予

算
配
分
な
ど
口
を
挟
め
る
よ
う
に

な
る
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 
第
三
に
塩
川
議
員
は
、
国
民
へ
の

影
響
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
廃
止
を
強
調
。
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
口
実
に
窓
口
の
減
少
、
紙
の
手

続
き
廃
止
が
相
次
い
で
い
る
と
し

て
、
「
住
民
の
多
面
的
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
対
面
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
業

務
の
拡
充
が
住
民
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
に
な
る
」
と
主
張
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
官
民
癒
着
の
問
題
が

あ
る
と
し
て
、
官
邸
・
財
界
の
意
向

を
反
映
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置

は
必
要
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

    

（
衆
院
議
員 

も
と
む
ら
伸
子
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日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

猶
予
制
度
を
利
用
可
能
」
な
ど
と
答

え
背
を
向
け
ま
し
た
。 

私
は
「
猶
予
し
た
場
合
で
も
延
滞

金
は
な
く
す
べ
き
だ
」
と
強
調
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

際
、
高
齢
者
の
方
等
タ
ク
シ
ー
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
利
用

促
進
策
の
強
化
も
求
め
ま
し
た
。 

（
も
と
む
ら
伸
子
） 

   

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
生
理

用
品
を
買
う
こ
と
が
困
難
な
状
態

に
あ
る
「
生
理
の
貧
困
」
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。「
学
生
の
５
人
に
１

人
が
生
理
用
品
の
入
手
に
苦
労
し

て
い
る
」
な
ど
、
日
本
の
若
者
の
生

理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

話
題
を
呼
び
「
生
理
の
貧
困
」
へ
の

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

海
外
で
は
、
生
理
用
品
の
無
償
提

供
が
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

日
本
で
も
政
府
が
、
２
０
２
０
年
度

の
予
備
費
の
中
か
ら
、
生
理
用
品
の

提
供
な
ど
に
対
す
る
交
付
金
を
決

め
て
い
ま
す
。
東
京
都
を
は
じ
め
各

自
治
体
が
独
自
で
、
学
校
等
で
の
配

付
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

経
済
的
に
貧
困
な
状
況
か
ら
、
生

理
用
品
の
提
供
の
支
援
と
と
も
に
、

小
中
学
生
の
困
り
事
の
相
談
体
制

の
拡
充
も
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

と
な
り
、
膨
大
な
投
資
回
収
の
見

込
み
も
立
た
な
い
状
況
」
と
し
て

い
ま
す
。 

フ
ォ
レ
ス
タ
ヒ
ル
ズ
の
プ
ー
ル

な
ど
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
夏

休
み
に
利
用
し
て
い
た
施
設
で
あ

り
、
２
０
１
９
年
度
に
毘
森
公
園

の
プ
ー
ル
も
撤
去
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に

楽
し
め
る
場
所
が
ま
た
、
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

う
か
」
と
悲
痛
な
声
が
あ
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
指
摘
し
、
「
地
域

住
民
の
足
を
守
る
支
援
策
の
強

化
」
を
求
め
ま
し
た
。 

岩
井
茂
樹
国
土
交
通
副
大
臣
は

「
タ
ク
シ
ー
業
界
と
連
携
し
、
都

道
府
県
に
働
き
か
け
て
い
る
」
と

答
弁
。
武
田
良
太
総
務
大
臣
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
と
い
う
も

の
を
勘
案
し
な
が
ら
、
我
々
と
し

て
も
で
き
る
限
り
の
財
政
措
置
を

取
っ
て
支
援
し
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。 

事
業
者
の
借
金
が
膨
ら
む
も
と

で
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
延
長
や
社
会
保
険
料
減
免
制
度

の
支
援
策
を
要
求
。 

厚
労
省
の
審
議
官
は
、
雇
調
金

に
つ
い
て
「
感
染
拡
大
地
域
の
企

業
や
特
に
業
況
が
厳
し
い
企
業
は

５
、
６
月
に
特
例
措
置
を
講
じ
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
法
人
税
や
土
地
を
含
め

た
固
定
資
産
税
等
の
減
免
・
免
除

な
ど
が
必
要
だ
と
指
摘
。
岩
井
副

大
臣
は
、
減
収
の
中
小
企
業
な
ど

に
は
２
０
２
１
年
度
の
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
の
減
免
を
行
っ

て
い
る
と
答
弁
。
武
田
総
務
大
臣

は
、
地
方
税
に
つ
い
て
「
既
存
の 

４
月
６
日
の
衆
院
総
務
委
員
会

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
危
機
的
な
状
況
を
示

し
、
支
援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

名
古
屋
タ
ク
シ
ー
協
会
の
名
古
屋

交
通
圏
全
社
輸
送
実
績
で
は
、
２

０
２
０
年
５
月
に
は
、
２
０
１
９

年
度
と
比
べ
て
３
３
・
６
％
ま
で

収
入
が
減
り
、
今
年
１
月
の
収
入

が
前
年
比
４
８
・
３
％
に
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
第
４
波
と
な
れ
ば
、

地
域
の
タ
ク
シ
ー
の
８
割
が
つ
ぶ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
名

古
屋
タ
ク
シ
ー
協
会
の
方
が
、
４

０
数
年
間
や
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
泥
沼
と
表
現
す
る
く
ら
い
の
危

機
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。 

タ
ク
シ
ー
は
、
地
域
の
皆
様
の

足
と
し
て
、
移
動
手
段
と
し
て
本

当
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
、
「
ゼ
ネ
ス
ト
を
し
な
い

と
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
ん
だ
ろ 

 

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
ア
メ
ニ
テ
ィ

が
、
２
０
２
２
年
３
月
３
１
日
を
も

っ
て
、
株
式
会
社
の
解
散
と
経
営
す

る
フ
ォ
レ
ス
タ
ヒ
ル
ズ
の
閉
館
を

発
表
し
ま
し
た
。（
３
月
２
９
日
） 

閉
館
の
理
由
と
し
て
、「
多
く
の

皆
さ
ま
に
３
０
年
間
ご
愛
顧
賜
り

ま
し
た
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
豊
田
市
お
よ
び
周
辺
地
域
に

宿
泊
施
設
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
で
き
、
お
客

様
は
年
々
減
少
し
」「
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
大
規
模
修
繕
が
不
可
避

 

 日頃から地域の皆さまには、大変お世話になります。 

新型コロナ対策が菅政権の元では無策であることがいよ

いよ、明らかです。政治への怒りが収まりません。 

豊田市政では、新年度が始まりましたが、安心して暮らせ

るのでしょうか。 

この市政報告会では、みなさんからのご意見をお伺いする

機会としています。ぜひ、お越しください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もとむら衆院議員。6日 

日頃から地域の皆様には、大変お世話になります。 

新型コロナ対策が菅政権の下では無策であることが 

いよいよ明らかです。政治への怒りが収まりません。 

新年度が始まりましたが、安心して暮らせるのでしょうか。この

市政報告会では皆さんからのご意見をお伺いする機会としていま

す。ぜひ、お越しください。 


